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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は，流動層方式で捕集した粒子状物質（PM）の燃焼速度を向上させることで排熱温度での

PM 燃焼処理に成功するとともに，PM 燃焼速度モデルの構築，気相・固相共に連続体として扱う

数値解析，さらに離散要素法に基づいた数値解析を行うことで，流動層内の流れ場，PM 吸着挙動

および PM 燃焼挙動を明らかにするなど流動層式集塵装置の高度化に貢献するもので，物質プロセ

ス工学上寄与するところが大きい．よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認め

る． 
 
 
 


